
常陸大宮市

創業支援補助金活用事例集
 それぞれの創業のカタチ 1

注意）本事例集は、創業支援補助金の活用事例の一部を紹介するものです。
   掲載内容は本事例集作成時の情報ですので、最新情報は各事業者へご確認ください。



H29年度活用事例

パティスリー クレール
 姉妹でつくる、洋菓子を通した「憩いの場」

 皆川洋子さん・聡子さん姉妹が「みんなの憩いの場に
なってほしい」と地元・御前山に開業した洋菓子店が
「パティスリークレール」だ。
 小さなころからお菓子作りが好きだった聡子さんは、
パティシエを目指し、製菓コースのある専門学校へ入学。
卒業後は茨城県内の洋菓子店で修業をし、経験を積んだ。
 素材そのものの味を生かした甘さ控えめの洋菓子は、
ゴルフ帰りの方が家族にお土産として購入するなど、今
では地元の方以外にも愛される人気店に。
 補助金を活用し開業したお店第1号として、今後はイ
ベントへ出店もしながら、地元に貢献していきたいとの
こと。

  住所：野口3378-1
  電話番号：0295-55-7377
  営業時間：9：30～18：00
  定休日：火曜日・第１、第３月曜日



H30年度活用事例

おしゃらぐキッチン 
 第2の人生は、
     ワクワクを提供するイタリアンの料理人！
 ”おしゃれで誰もがワクワクする料理を”という意味が込め
られた、創作イタリアン「おしゃらぐキッチン」。シェフの
五位渕正彦さんは、何もない地元にいつか素敵なお店を開き
たいとの想いを胸に秘めたまま、実家の酒屋を継ぐため、東
京での酒屋修行、食品会社でのサラリーマン生活と気付けば
56歳に。第2の人生を歩むなら今しかないと脱サラ。調理師
免許を取得し、夢だったお店を補助金を活用し開業した。お
客様に笑顔になって帰ってもらうのが一番と、地元食材をふ
んだんに使用した料理をリーズナブルな価格で提供する、
サービス精神旺盛な五位渕さん。今後は「おしゃらぐブラン
ド」を立ち上げて、御前山の新たな名物となる焼き菓子の販
売を検討中。 

  住所：野口3493-2
  電話番号：0295-55-7007 
  営業時間：ランチ 11:00～14:30（L.O.14:00）
       ディナー 17:30～21:00（L.O.20:00） 
  定休日：水曜日・第３火曜日 
  HP：https://osyaragu.com/



H29年度活用事例

そば家 麦藁 
 挑戦と恩返し、それがここにいる理由 

 「常陸大宮市は本当に良いところ」そう何度も語るのは、
「そば家 麦藁」の店主・前田章裕さん。ひたちなか市に
ある実家のそば家を手伝いながら独立する場所を探す中、
常陸秋そばの産地で自分の腕を試してみたいとの想いが
募った。その中で出会ったのが現在お店を構える常陸大宮
市・山方だ。最初こそ実家から通いお店を経営していたも
のの、台風19号の際は、地域の方々に助けてもらいその温
かさを肌で感じて恩返しをしたいと思うように。子育ての
環境も考え、移住を決意した。今後はスパイスの効いた新
たなそばつゆの開発、自家栽培の野菜の提供、2号店出店
などさまざまな挑戦をしたいとのこと。 

  住所：山方956-1
  電話番号：0295-51-3109 
  営業時間：11:00～14:30頃、17:00～21:00
     （蕎麦なくなり次第終了） 
  定休日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日火曜日）
  HP：https://sobaya-mugiwara528.jimdofree.com/  



H30年度活用事例

そば道場 久慈川翁 
 父の店を引き継いで再出発。
          新しい形のそば屋を目指して 

 「他の人がやっていない面白いことがしたくて」そう笑
顔で語るのは「そば道場 久慈川翁」の店主・瀧澤俊輔さ
ん。もともと東京でサラリーマンをしていたが、父親が平
成7年に開業したお店が閉店すると聞き、なくなるのは寂
しいと引き継ぐことを決意した。開業当初から日本古来の
江戸そば・そばきりの提供は変わらずとも、少しでもお客
様を楽しませたいと店の外に足湯を作ったり、キッチン
カーでの営業を開始するなど、アイデアマンな瀧澤さん。
今後は他のそば屋とも連携しながら、キッチンカーを利用
した生そばの販売をしていきたいとのこと。 

  住所：盛金1112
  電話番号：0295-57-9333 
  営業時間：11:00～16:00（そば売り切れ次第終了）
  定休日：火曜日・第3水曜日
  HP： https://www.sobadoujyou.com/



R3年度活用事例

ナリ夢工房
 困難を乗り越え一家で移住。長年の夢は夫の地元で
 
 「皆さんのおかげでここまで来れた」そう何度も語るの
は、猫の看板が目を引く「ナリ夢工房」の店主・江原真弓
さん。結婚当初から「定年したらカフェを経営する」とい
う夢を夫・和徳さんの地元である常陸大宮市で叶えた。
 自身や和徳さんの病気などさまざまな困難を乗り越えて
やっと掴んだ夫婦の夢をサポートするのは、長女・成田明
香里さんと長男・弘希さん。補助金の活用や真弓さんの幼
馴染による内装の援助、ガーデニングの整備も夢を後押し
した。今後は、道の駅かわプラザへのケーキの出店や誰も
がほっとする、常陸大宮市の観光案内所のようなお店を目
指していきたいとのこと。 

  住所：山方1112
  電話番号：050-1284-7997 
  営業時間：11:30～19:00（土日祝～17:00）
  定休日：月・火曜日（祝日の場合は翌日水曜日）
  SNS：Twitter@nariyumekobo 


